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地球の歩き方が唯一の情報源でした。 
ポーランド語を少し学ぶために｢ポーランド語エクスプレス｣という本を購入しました。 

■

■ 三人部屋

■ ■

■

治安がよいです。近くにはトラム停があり、15分ほどで中心地に行くことがきます(この路線ではトラムは1種類しか走っていません
が20分に1本くらいはあります)。寮の隣には国立博物館、裏には大学の図書館があり、静かで住みやすいです。しかし大きなスー
パーは中心地か郊外に行かないとない(バスで20分ほど)ので、少し不便かもしれませんが、普通に生活はしやすいです。

自炊しています。冷蔵庫と電子レンジが共用のものもなかったので自分たちで買いました。

入学許可がおりる時に同時に決まりました。ルームメイトは一緒に入寮手続きをした人となること
ができます(私は神大から来た3人で一緒に行ったので、今は一緒に住んでいます)。部屋の変更も
随時できると聞いています。

■

■

■

■
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Introducing the 
European Union

Marek Kucia 4時間 
(2コマ)

6.00 15 ゼミと講義の両方があります。プレゼンが最低一回、期末テ
ストがあります。辞書は持ち込み可で、内容はEU基礎論で扱
うようなことです。教授は優しいです。

The cultural 
construction of 
European identities

Zdzisław Mach 4時間 
(2コマ)

6.00 16 ゼミと講義の両方があります。プレゼンが一回、期末エッセ
イがあります。自分の意見を言うものなので、教授の話がわ
かっていなくてもできます。

Polish Marta Drwiła 3時間 
(2コマ)

7.50/
5.00/8

9 優しい英語で教えてくれるのでわかりやすいです。宿題はほ
ぼ毎回出て、2レッスンごとくらいで小テストがあります。中
間テスト、期末テストがあります。

Polish language 
and culture

Anna Kulasik 1.5時
間

4.5 10 テストは口頭であると聞いています(詳細は知り
ません)。展覧会などに行くことが多いです。

English Anna 
Pałczy ska

1.5時
間

0 16 出席率はあまりよくないですが、楽しく英語
を学べるよい機会です。会話が中心です。

私は所属のコース(CES; Center for European Studies)の授業しか履修していませんが、そこは留
学生向けなのでポーランド人はいません。クラスはどれもゼミのような形です。ほかの学部の
授業も受けることができます。ただ、キャンパスが街中に点在しているので、クラスによって
は(移動時間的に)履修できないかもしれないです。

授業 
(8:30-10:0
0) 
買い物 
 
授業 
(12:45-14:
00) 
図書館で
勉強

 
図書館で
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授業 
(14:20-16:
00) 
 
日本語学
科の生徒
と会話 
(※週一回)

授業 
(8:30-10:0
0) 
 
 
 
 
授業 
(14:00-16:
00) 
 
図書館で
勉強
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(10:25-12:
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授業 
(15:30-17:
00) 
 
日本語学
科の生徒
と会話 
(※週一回)

 
 
授業 
(10:00-11:
30) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よさこい 
(17:30-19:
30) 
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留学して2カ月半が経った今、一番思うのは、クラクフに来てよかった、後輩もぜひ来てほしい
ということです。決して平坦な道のりではなかったですがその分充実したものになっていると思
います。 
まず、街について少しだけ書くと、治安がよく物価が安く、きれいな街並みで、ほとんどのとこ
ろは歩いて行けてしまうくらい凝縮した、小さな街です。住みやすいです。ポーランド料理は日
本人の口にあい、すごく美味しいです。 
留学を始めてつらかったのが、オフィスにたらいまわしにされたこと、2カ月ほど友達がほとん
どできなかったこと、ホームシックです。大学へ入学手続きに行った時に自分の所属コースが決
まっていないことが判明し、所属したいコースのオリエンテーションに行っても私の情報がない
から受け入れられないと断られ、student officeに行ってもどうなるかわからないと言われまし
た。一週間student officeに通い詰めて、私はここに所属したい、返事はまだか、などなど言うの
は、不慣れな生活に不安でしかなかった私に本当につらかったですが、自分の主張をしっかり
し、問題に立ち向かったという点では一つ大きく成長できたと思います。無事に希望のコースに
入れたかと思えば、次に訪れたのは友達ができないということです。神戸大から来た3人で行動
を共にしていたのが悪かったのかと思いますが、全然友達ができず、英語の話し相手がおらず、
寮の部屋では日本語しか話さず…という状況で、自分に留学の意味を問い直しては今の自分はだ
めだ、とネガティブになり、悪循環の日々でした。日本で一人暮らしをしたことがなく、家族と
も仲が良かった私は、1か月間ほどホームシックもひどく、この地に慣れる自分を想像すること
さえできませんでした。しかし、一人で行動しなければだめだと言い聞かせ、少し勇気を持って
話しかけてみれば、少しずつ友達ができるようになりました。参加したあるイベントでは本当に
素敵な友達と出会えました。そのうちの一人の子は実家に私をよく招待してくれて、家族みんな
で私に優しく親切にしてくれるので私はポーランドで第二の家族を得たように感じています(毎日
会えないのが寂しいくらいで、このような家族を得られたのがどれだけ嬉しいか…)。授業は2カ
月半経った今でも正直わからないことの方が多いです。ポーランド人と授業を受けられると思っ
ていたら、私の所属するコースは留学生向けなのでポーランド人はおらず、学部生はアメリカ人
が大半だったので、彼女らの話す英語も聞き取るのに苦労をしています。彼女らがどれだけ話を
聞いていなくても、真剣に聞こうとしている私の方が授業を理解していないのだろう、とか、彼
女らはプレゼンの内容が濃くないのに英語力でうまく聞こえる一方、私は内容をつめて濃いもの
にしないと彼女らのプレゼンに届かないのだろうという劣等感は悔しかったです。しかし、自分
ができることを精一杯すれば、彼女らも教授も褒めてくれますし、授業が分からないとクラスの
友達に相談すればいつでも助けてくれ、そこから自分の力で必死にへばりついていくというの
は、自分を少しでも成長させているのではないかと思います。 
日本人にとって遠い存在のここポーランドで、かつ派遣第一期生として情報を得られないまま不
安の中始まった留学生活は本当に素晴らしいです。ふりかえれば、つらいことが大半のような気
がしますが、それでもそれを乗り越えたという自信と、少し成長したのではという実感はすごく
嬉しいです。これからの留学生活がさらに充実したものになるよう、楽しむことも忘れず励んで
いきたいと思います。


